
その他の卸売業における激突災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1 3～4
リンゴ荷受作業中、トラック荷台から降りた際、右足の踵を強打し、痛みが発生し

た。
41

500

～

999

2 23~24

構内のエスカレーターにて出張先より帰宅中、最終便に乗り継ぐモノレールに乗ろ

うと急いでいた。 ハイヒール履きで肩からバッグをさげスーツケースを持った状

態で動くエスカレーターから掛け降りた時、ホームに掛け降りた際に左足をひねっ

てしまい左足くるぶしを不全骨折した。 （全治4週間）

23

100

～

299

2 15~16

スーパーマーケットへの配送営業中バックヤード棚に包装資材を設置作業中30㎝

程度の高さの踏台から飛び降りる際、足に異常を感じ、病院に診療のため行った。

医師の判断で手術の必要性を納得し、時を待った。 会社の自分の仕事には若干の

痛さを覚えるが作業に気をつけた。

40
1～

9

2 17~18

被災者は自社所有のトラック積載型クレーン車を一人で運転しパイプを客先に納品

した。 指定された資材置き場にてクレーンを使用して積み下ろし作業及び玉外し

作業を終了後、製品置き場の棚（高さ約1m程度）から降りる際に身体のバランス

を崩し左足から着地してしまった。

55

10

～

29

3 14~15

当社作業場で人参の袋詰め作業中、二段に積んだ人参入りのプラスチックコンテナ

（以下コンテナ）を作業机の近くへ移動させようと上段のコンテナの上部を両手で

強く押したところ、上段のコンテナのみが押した方向にずれたため、バランスを崩

し前のめりとなり、下段のコンテナに両手をつき負傷した。

62

10

～

29

工場内にてフォークリフトの作業中、フォークリフトの爪を上げたまま停止してし 10



3 16~17 まい、他の荷物を確認した後に走って戻ろうとしたところ、フォークリフトの爪に

顔面を強打して転倒し、鼻の上を負傷した。

57 ～

29

3 10~11 リフトから降りた時、着地した所が斜めだったため、足首を捻って負傷した。 62
1～

9

4
10～

11

資源回収用の缶コンテナを搬入後、トラックの荷台から降りようとしたところ地面

にコンテナが置いてあったため、コンテナを避けようとして飛び降り、着地の瞬間

にバランスを崩し右足を負傷した。

33

10

～

29

4
18～

19

営業所内の2階への昇降階段下空間部の物入内にて、整理整頓のため中腰の状態で

作業中に、植木鉢を抱えて立ち上がりながら振り向いた瞬間、補強梁に頭部をぶつ

けた。 その時は大丈夫だと言っていたが、翌日の入浴中に意識を失い救急搬送さ

れ、死亡した。

48
1～

9

4
10～

11

土づくりセンター内にて、ホイルローダー給油後の降車時に着地点をよく確認しな

いまま、給油ホースを踏んで右足関節をねじり、右足関節外果骨折を負った。
48

1～

9

4
16～

17

敷地内にて運搬してきたトラックから丸いパイプを降ろしていた。 パイプを全部

降ろしてトラックの荷台から飛び降りた際に、着地地点を誤りパイプの上に降りて

しまい、足を滑らせて転倒し右腰を強打した。

39

10

～

29

4
12～

13
トラックから降りようとして足をふみはずし、両足のかかとを地面に強打した。 63

50

～

99

5
17～

18

倉庫内でフォークリフトを使用中、右足を運転席の外側に出したままバックをし、

停車していた別のフォークリフトの門に右足の甲を挟んでしまった。
33

30

～

49

5
9～

10

工場内にてフグ処理用のまな板（横50㎝×縦35㎝×厚さ4㎝）を洗浄中、両手でま

な板を裏返そうとした際に左手が滑り、まな板が倒れそうになったため慌てて掴も

うとした時、左手の小指をまな板にぶつけて第一関節を痛めた。

26
1～

9

6
13～

当社本社工場内、H形銅バンドソー機付近の残材置場から、加工に使用するため残

材を取り出そうとして、尚且つ、それと同時に整理も兼ねて作業をしていたとこ
24

30

～



14 ろ、残材の山に体が触れてしまい、その際に体勢を崩して右腕をH鋼に強打して、

骨折してしまった。
49

6 3～4
B4付近において荷出し作業中、止まっていたターレの荷台に飛び乗ろうとした

時、左足の脛を荷台の角にぶつけ負傷した。
43

30

～

49

6 8～9

工場内で、ラックに積んだ原卵を通常どおり移動中、本人の不注意により、鶏卵

パック詰め機械に左肘が接触した為、ラックに引っぱられて左手首が捻じれ、左手

を骨折した。

70

10

～

29

6
15～

16

倉庫内で商品を載せた台車（ロールボックス）を移動させていたところ、別の作業

者が移動させていた台車（ロールボックス）とぶつかり、左手の小指・薬指・中

指・人差し指が挟まれて負傷した。

20

10

～

29

6
9～

10

オークション会場にて、雨の中、商品車の積込作業をしていて、台車上段の最後部

に積んだ商品車を固定する際に、台車の右側の下段に右足を掛けて、上段中央付近

にある固定具を身体を伸ばして右手で取ろうとした時、右足を滑らせ、右のあばら

を上段フロア部分で強打し、右胸肋軟骨を損傷した。

50

50

～

99

7 15~16
事業場のレジにて、お客様対応時に、レジ下に設置されていた引き出しに右大腿部

を強打。 レジ業務中、引き出しが出ている状況だった箇所で強打した。
24 ―

7 2～3

市場内通路にて、ターレーで荷を運んでいる時に運転を誤り（ギヤが前進に入って

いると思い違いをし）バックしてしまい、ターレーと鮪の機械に右足を挟み負傷し

た。

46
1～

9

7
11～

12

不燃物回収作業中、トラックの段（ステップ）に右膝を強打し、内出血し、膝に血

が溜まり、歩行に支障が生じた。 なお、本人は、持病で血液の流れを良くする薬

を服用している。

67
1～

9

7
15～

16

特殊鋼センター倉庫内にて作業中、立体自動倉庫に保管されている鋼材が、1つの

カセットに対して過積載になっていることを発見した。 現物確認するために自力

で登り、その後、カセットが持ち上がる事を確認して下りる途中、本来は梯子を

使って下りるところを、飛び下りて着地し、骨折した。

22

30

～

49



7 8～9
仲卸市場で作業台を片付けたあと、側溝の網の蓋がずれていたため、右足から落ち

て、右膝を強打した。
31

10

～

29

7 6～7

事業所内の流し台（シンク）下の水道管が破裂し、それを止めようと流し台の下に

もぐり、水道管を手で押さえたときに水圧が強く、手を伸ばしたときに、ステンレ

ス台の角で肋骨を強く打った。 そのときは痛みが分からず、2時間位後に痛みを覚

えたが、ただの打撲と思い我慢していた。 しかし、痛みが引かないため1週間後に

病院に行き、肋骨2ヶ所骨折と診断された。

58
1～

9

9
18～

19

倉庫内において被災人が木材の積込作業を終え、フォークリフトを元の場所に駐車

し降りようと、リフトのステップ（地上45cm）に左足をつき、右足から地面に足

をつこうとした際、地面のコンクリートが少し盛り上がっている箇所に足をついて

しまったため、右足をひねり骨折、負傷した。 当日は痛みもさほどなく大したこ

とはないと思い診察を受けなかったが、だんだん痛みが増してきたため、診察を受

けた。

37

30

～

49

9
12～

13

午前の配達が終わり、店に入ろうとしたところ、大きな空箱を持っていて足元が見

えなかった為、段差につまずき負傷、痛みがひどくなった。
57

10

～

29

9
17～

18

配送先が入っているビルの階段で、商品の入ったかごを両手で運んでいたところ、

上から下ってくる人とすれ違う為、後ろ向きのまま踊り場まで下がろうと、一段下

がった際にもう一段下に踏み外してしまい、右足小指付近を骨折したものである。

57

10

～

29

10
12～

13

資材置き場にてトラックに積まれた資材の下にある角材の位置を調整しようとし

て、右手に持ったハンマーで角材を叩いていたところ、手元が狂いハンマーの柄を

持っていた右手をトラックのあおり部材にぶつけてしまい、右手中指を負傷してし

まう。

23

10

～

29

10
11～

12

被災者はカーペットの切り出し作業をしていた。 注文を受けた数量をカットする

ため30m巻ロールカーペットを床に引き伸ばしていたが、9m位の所で重さでそれ

以上引き伸ばせなくなった。 ロール本体を回そうとカーペットの側面を通り、

ロールに近づいている時につまずき、頭からロールカーペットに激突し頸髄を損傷

54

50

～

99



した。

10
9～

10

本社構内で鉄筋を機械で切断加工する作業中、鉄筋を力まかせに引っ張ったために

勢い余って機械入口の上部にぶつけてしまった。
28

1～

9

10
10～

11

当社倉庫で、商品のピッキング作業時で通路を移動の際、スタッフとすれ違う際に

接触し、転倒した。 通路は人が十分すれ違うことが出来る幅があるが、照明は明

るいとは言えない状態。

65

30

～

49

11
17～

18

会社の駐車場でトラックから荷物を降ろす作業をしている時、トラックのリフトへ

飛び乗った際に左手をつき、体重がかかりすぎた為、左手首を損傷した。 後日手

術のため二日間入院した。

35
1～

9

12 7~8
市場の駐車場でトラックに荷物を載せた後、荷台から降りる時に足を滑らせてパ

レットへ飛び降り、右足首を捻挫した。
31

10

～

29

12 15~16

資材置場のトラックの荷台において、使用済みのドラム缶の上で6～7㎏の一斗缶6

個を束にした積荷を降ろすため移動しようとした時、ドラム缶の上面が少し濡れて

いたため足元が滑り転倒し、右脇腹をトラックの荷台の鉄製枠に打ち付け負傷し

た。

37
1～

9

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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